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多摩六都科学館（東京都西東京市、館⾧ 髙柳雄一）では、2022 年 3 月 5 日（土）、6 日（日）
の 2 日間、「たまろくとオンライン市民感謝デー」を開催いたします。主に圏域 5 市の小中学生を
対象とした 6 つのイベントをオンラインで行い、科学の専門家やスタッフとの交流を通じて、
科学に親しんでいただきます。

2022 年 3 月 5 日 ( 土 )

●10:30 ～ 11:30 こども科学 Zoom 相談「化石・岩石」

●14:00 ～ 15:00 こども科学 Zoom 相談「魚・昆虫」

●19:00 ～ 20:00 オンライン天体観望会

■イベントスケジュール

■イベント概要

3/5（土）,6 (日)
【圏域市民限定】6つのオンラインイベントを開催!

たまろくと［オンライン］市民感謝デー

●ロクト☆こども科学 Zoom 相談
[ 内容 ] 多摩六都科学館と縁の深い科学の専門家が、みなさんの質問・疑問に答えます。「ふしぎだな」
             「なぜだろう」という素朴な疑問や「自分で調べてみたけどよくわからない」という専門的な質問など
            なんでもお待ちしています。  ※お答えできる質問の数には限りがあります。

2022 年 3 月 6 日 ( 日 )

●10:30 ～ 11:30 こども科学 Zoom 相談「ロボット」

●14:00 ～ 15:00 こども科学 Zoom 相談「宇宙」

●16:00 ～ 17:00 プラネタリウム解説員のお仕事見学

小田島 庸浩
当館研究・交流グループ 

地学担当

【化石・岩石】

猪郷 久治 
東京学芸大学名誉教授

当館特別研究員

【魚・昆虫】

井上 暁夫
むさしの自然史研究会

大川 雅治
釣り研究家

元 グローブライド株式会社

【ロボット】

岡本 正行
ロボットゆうえんち

株式会社ＭＡＮＯＩ企画

髙橋 将太
高エネルギー加速器研究機構

（KEK）

【宇宙】

山岡 均
国立天文台
（NAOJ）

髙柳 雄一
当館 館⾧

※講師の肩書詳細、申込方法等は別添のチラシをご覧ください。
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【たまろくと圏域市民感謝デーについて】

例年 3 月 1 日の開館記念日に近い週末を「市民感謝デー」として、多摩六都科学館を

運営する圏域 5 市（小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市）の市民の

入館無料、シャトルバス運行などを実施しています。2017 年には 3,838 人の来場があり、

当館恒例の人気イベントですが、2020 年は臨時休館、2021 年は緊急事態宣言発出の

ため中止となりました。今年度は情勢を考慮し、オンラインで開催します。

※当日は科学館は通常開館の予定です。

●オンライン天体観望会 オンラインで月や冬の天体を楽しもう！

 ［内容］月や冬の天体をオンラインで観望してみませんか？
     見つけ方や、観察のコツなどを科学館屋上から中継でお伝えします。
     ※雨天時はスライドによる星空解説を行います

●プラネタリウム解説員のお仕事見学

 ［内容］暗闇で機械を操作しながら 45 分間話し続けるプラネタリウム解説員。
     プラネタリウムの機械のしくみは？コンソール（操作卓）はどんな様子？
     人前で話すのに緊張しないの？ みなさんの質問に答えながら、
     いつもは見られないプラネタリウムの裏側をご紹介します。
     ※申込時にプラネタリウム解説員への質問をお書きください
     ※小学校 4・5・6 年生程度を想定した内容です

担当者より

▲イベント詳細ページ (https://www.tamarokuto.or.jp/blog/rokuto-report/2022/01/05/thanksday_event/)


